
２０２６年７月３日 

 

第１２３回定時株主総会 質疑応答概要および事前質問への回答について 

 

株主総会における質疑応答の概要 

６月２６日（金）開催の株主総会における株主さまとの質疑応答の概要について、  

ご案内申しあげます。なお、質問１、質問２は、事前質問を株主総会にて回答させて 

いただきました。 

 

質問１ 将来のＰＢＲ（株価純資産倍率）の水準について 

回答 

当行のＰＢＲは０．７４倍と１倍を下回っておりますが、足許は良化傾向に  

あります。現経営計画の最終年度となる２０３０年３月末にはＰＢＲ１倍以上、

ＲＯＥ７％以上を目指して諸施策を着実に進めてまいります。 

 

 

質問２ 先達山メガソーラー事業に対する対応方針について 

回答 

先達山太陽光発電事業に関する融資につきましては、株主さまや地域住民の 

皆さまから様々なご意見・ご懸念が示されていることを強く認識しており、  

融資金融機関として重く受け止めております。   

現時点では、地域住民の皆さまから示されている様々なご意見・ご懸念を踏ま

え、エージェントと連携し、景観・反射光等について早期かつ抜本的な対策の    

検討・実施を事業者に強く要請しております。 

今後もエージェントと連携し、地域との共生に向けた改善策を求めてまいりま

す。 

 

 

質問３ 南東北元気プロジェクトについて 

回答 

２０２６年３月２５日に七十七銀行、山形銀行および当行で協定を締結させて

いただきました。南東北３県（福島県、山形県、宮城県）は、人流や商流の結び

つきが強い地域であり、人口減少や少子高齢化などの共通した地域課題を抱えて

おります。地域課題の解決には、個々で取り組むよりも連携した方が効果が高ま

ると判断した結果であり、出来る限りの連携を図りながら地域貢献、企業価値の

向上に努めてまいります。 

 

 



 

 

質問４ 年間通して株主意見等を受付してほしい（ご意見） 

回答 貴重なご意見として承ります。 

  

質問５ 長期経営計画における計数計画の実現可能性について 

回答 

長期経営計画折り返しの年となる３年目（２０２６年度）は非常に重要な年

と認識しております。取り巻く環境が不透明ではありますが、これまで以上の

金融仲介機能の発揮、東邦銀行グループによるソリューション営業に努め、掲

げた計数計画達成に向け取り組んでまいります。 

 

 

質問６ スキルマトリックスについて 

回答 

招集通知に記載しております各役員候補者につきましては、略歴、地位、担

当、選任理由および期待される役割を開示しております。スキルマトリックス

は取締役会の全体のバランスと、各取締役候補者の略歴等を合わせてご覧いた

だくことで、当行の取締役会の実効性についてご理解いただけるものと考えて

おります。 

 

 

事前質問への回答 

 株主総会に先立ち、お寄せいただいた事前質問のうち、株主さまのご関心が高いと思われ

る事項についてご回答申しあげます。 

 

質問１ 大東銀行との経営統合について 

回答 

現時点では、経営統合や子会社化等を目指す考えはございません。今後につい

ては、地域経済の発展ならびに両行の企業価値向上の観点から、各種連携策の 

検討など関係強化に向けて協議を進めていく予定です。これから大東銀行と丁寧

に対話しながら、全ステークホルダーにとって最善の選択肢を探ってまいりま

す。 

 

 

 



質問２ プライベートクレジット市場について 

回答 

海外のプライベートデットファンドについては、現在のところエクスポージャ

ー（投資残高）を保有しておらず、新たに取り組む方針もございません。その  

ため、海外信用市場の変動が直接的に財務等へ与える影響は少ないと考えます

が、金融市場全体への影響は考えられるため、動向は注意深く監視していく必要

があると考えております。 

 

 

質問３ その他有価証券評価差額金について 

回答 

当行では、金利上昇時のシミュレーション（ストレステスト）を定期的に実施

しており、現状では今後相当程度金利が上昇した場合でも自己資本比率や配当へ

の影響はないと考えております。含み損のある債券は、株式の含み益などを活用

し入れ替えを行うことで、収益性の改善を図る方針です。なお、金利スワップに

よるヘッジも行っており、影響は一部相殺されております。 

 

 

質問４ 地銀再編について 

回答 

現時点において、経営統合などを具体的に検討している事実はございません

が、人口減少下で地域金融機関の連携は必要と認識しております。既に福島県内

３行においてはメールカーの共同運行や相続届の共通化などの提携でコスト 

削減やサービス向上を実現しており、今後も連携できる分野を模索してまいりま

す。 

 

 

質問５ 株主優待について、一部の人気の商品については抽選方式にすべきではないか 

回答 

「桃」等の人気の商品がすぐに品切れとなり、ご迷惑をおかけし申し訳ござい

ません。今後も数量増加に努めるとともに、郵便事情により申込みに時間差が生

じておりますことから、今後改善策を検討してまいります。 

以上 


